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悪霊が震えるイエスさま (ルカ8:26-39)
　個人的にも社会的にも良い人生、またよりよい社会のためにそれなりに一生懸命に努力をしています。努力の結果、発展を遂げているということも間違いありません。でも正直にそのような結果があるにもかかわらず中身の方は、実際的には空回りしているという風にしか言えないのではないでしょうか。人の幸せ、人に本当に必要なものは昔でも今でも手に入れることはできないままの状態です。努力や発展が悪いわけではありません。でも、それがあるにもかかわらず個人的にも社会全体を見たときにも空回りしています。その理由はいったいなんでしょうか。それは多くの人が、またこの世の中は目に見える世界しか認めていない、考えていないからです。でも、目に見える世界と目に見えない世界があることを知らないでいると、結局、悪くはありませんが、努力と発展を遂げているにもかかわらず、個人的にも社会的にも実際的なところは何も変わらないまま、空転していくようになるということを礼拝をささげている皆さんはぜひ覚えていてください。そこに問題があったのです。しかも目に見える世界、目に見えない世界があるだけではなくて、目に見えない世界、つまり、霊的な世界が中心であるということを、世の中の学者や政治家、経済界、芸術家などはまったくわかっていません。悪くはありません。皆、必死なのですが本当に求めているものは手に入れることができないまま空回りしている理由がそこにあります。幸い、クリスチャンというものは聖書をとおして目に見えない世界、霊的な世界があることがわかるようになっているし、その目が開かれるようになります。ですから、大事なものも、価値観、方向もすべて変わっていくようになります。考え方も、何かを解釈するときもすべて昔とは異なっていくようになるでしょう。今までまったく気づいていなかった世界があることがわかって、しかもそれがメインであることがわかったときに全部が変わるようになります。今日の聖書の箇所の中には、その霊的な世界が目に見える形でダイレクトに現れている場面です。それがすべてではありませんが。イエスさまはある地方に入られたときに、その町に長い間、まったく服なども身に着けず、一か所に落ち着いていられず転々とし、しかも家にきちんと住むことができないまま、なぜだかわかりませんがお墓の方が好きなのかそこを住まいにしている人がいました。その人は普段はそうしながらたまに発作をおこす症状を持っていた人でした。それで発作を起こしたり、あるいは暴れるようになると他の人にも危害を加えるようなことがあったので、聖書を見るとその人の足や腕などを鉄の鎖などでしっかりつないで監視もしていたと書いてあります。そうしないといけない状況でした。しかし、そのように彼を鎖につないでおいてもそれを断ち切ってしまいます。どこからそのような力が出るかはわかりませんが、鎖を全部断ち切って、荒野の方に逃げていくと書いてあります。なぜ彼がこのような悲しい人生を送り、苦しみを味わうようになったかを聖書は明確に、少しも迷わず「汚れた悪霊につかれて、悪霊に連れられて荒野にもお墓の方にも行ってしまった」と言っています。その悪霊の力によって普通の人間には断ち切ることができない鎖も断ち切ってしまいました。自分の力とは関係ありません。汚れた悪霊、目に見えない力によって、このような大変な目に遭い、人生、大きな苦しみを味わうようになっていると書いてあります。そこにイエスさまが現れました。そのとき初めてこの人が体を震わせ恐れながら「イエスさま。私に何をしようとなさっているのですか。勘弁してください」と言いました。それは彼が言うことではありません。聖書ではイエスさまがもうすでに彼を捕えている悪霊に「出ていけ」と命令されたので、悪霊が耐えられずに震えて怖くなり恐れ、イエスさまに懇願していました。それから、その悪霊どもは今、彼の口から声が出てきますが、しかし、彼ではありません。聖書には少しも迷わないで、汚れた霊、悪霊にとりつかれて「彼は今こんな風になっている」と書かれています。それで悪霊どもがイエスさまによって最終的にはハデスの方に行くようになっているとよくわかっているので、「そこに私を送らず、当分、まだここにいたいのでその隣に飼っていた豚の群れに入るようにしてください」と言いました。人間から出て豚の方に。イエスさまはそれを許されました。すると悪霊が人間から出て豚の方に入ると豚がおかしくなり湖の方に走って皆溺れて死んでしまいました。その光景を見ていた飼い主たちが町に下り「大変なことが起きた」と話をしました。それを見に多くの人が集まりました。汚れた霊につかれ暴れていた彼を町中の人が皆知っていました。彼が初めてきちんとした服を着て正気に戻ってイエスさまの足元に座っているのを見て本当は「ハレルヤ」と言わないといけないのに、皆が怖くなりびっくりし恐ろしくなって「イエスさま。お願いですからこの町から出て行ってください」と言いました。それでイエスさまはそこを出られました。それが今日のお話です。世の中の人々が知識が豊富になり、いろいろな研究が進むことによってその結果、いろいろなものが変わり、様々な実績を積み上げ発展を遂げているということによって勘違いしたり、その知識、科学がものすごいものだと勘違いしたり、目に見えない世界での霊的な話などは昔の原始人の話のように思ったり、知識が足りなかった時代にあった作り話や心理的ないろいろなことの結果であって「今はそういう時代ではない」とまるで目に見える世界、科学だけに頼っていくということが知識人であるかのような流れ、ニュアンスを全世界に広めています。それこそ目に見えない者の力のしわざだと思います。だから、この世の中は個人的にも社会的にも空転しています。根本的には何も変わりません。ぜひ覚えていてください。私たちの人生、この世の中には目に見える世界、目に見えない世界、霊的な世界はあるということを覚えていてください。しかもその霊的な世界が中心、メインであるということをぜひ覚えていてください。この人を見るとこの人がおかしくなって暴れたところしか私たちの肉眼では見えません。その見えないところにおいて、本当にこの人をこのように動かし、苦しめ、この人の人生を悲惨なものにしているのは、汚れた悪霊どもがそうしていると聖書は教えているのではないでしょうか。メインは彼が暴れていることではありません。彼が服を着ていないことも恥ずかしい姿ではありません。裏でそのようにさせている、そのように人生を破壊している目に見えない霊的な力があるということを知らない限りは空転してしまいます。そこにイエスさまが現れてこの人が正常に正気に戻りました。皆さんは今日の聖書の箇所を見て何が一番ここで重要な大切なテーマになると思いますか。悪霊どもによって暴れたことでしょうか。あるいは暴れていた、気が狂っていた人が正気に戻ったその奇跡でしょうか。何が一番のメッセージでしょうか。正気に戻ったことは確かにうれしいでしょうが、それもメインではありません。彼は悪霊どもにまったく抵抗できないし、悪霊がいることも知らないでやられて人生苦しんでいた人が、イエスと出会って正気に戻ったのですが戻ったことは問題ではありません。そのイエスに従おうとしてイエスがどのような方なのか身をもってはっきりとわかるようになり、その噂が町中、世界に広まるようになるでしょうが、イエスが悪霊どもが震える唯一の方、イエスはいったいどのような方なのか、イエスはどれほど偉大な方なのかが明らかにされて露わになったことがテーマです。そのイエスを今、皆さんが信じて、心に受け入れて「私の救い主です」と今も祈るたびにその名を呼んでいるイエスさまがこのイエスさまです。それが一番大切なポイントです。そうだとしたら皆さんはどれほど変えられ、祝福され、どれほどこの世の中で多くの人を助けることができる存在なのかがここから知らされ教えられます。そこまで持って行かないといけません。ただ悪霊にとりつかれていたものが正気になったという症状だけで終わりではありません。皆さんのためのメッセージです。「いや、私はこんな風に悪霊にとりつかれたことはありません」とほとんどの人が言うかもしれません。だから、今日の聖書は皆さんと関係ないのでしょうか。今日の聖書の主人公は正気に戻った人ではなくイエスです。そのイエスを受け入れたことがどういうことなのか考えてみてください。残りの生涯はどうなっていくのでしょうか。どのように生きるべきでしょうか。そのメッセージです。そこまで持って行くために、とりあえず今日の聖書箇所から神様から教えられたいと思います。

この汚れた霊ども、悪霊どもにとりつかれて本当に苦しんでいたけれども、イエスさまに出会って正気に戻り、最後にはイエスさまにお供をしたいと一緒に従っていこうとしていました。しかし、イエスさまが「あなたはこの神様がなさった大きなことをお証ししなさい」と言われ、証し人として新しい人生を始めていくという聖書の箇所をとおして、私たちが今日、神様から教えられる、いただくべきメッセージの第1は、悪魔、サタンは目に見えないもろもろの悪霊をとおして人と人の人生を悲惨なものにしているということです。人と人の人生、社会が悲惨なものになって、本当にかわいそうになっていく、苦しんでいく本当の理由は暗やみの世界の王と言われている悪魔、サタンが目に見えないもろもろの悪霊を利用してそのようにしているということが第1のメッセージです。これは今日の聖書で暴れている個人はもちろんであって、社会的にも世界的にも同じです。でも、そのことがよくわかっていないと家族の誰かが、町の誰かが、また自分自身でもいろいろな悲惨な悲しい、かわいそうなことがあったときに原因がどこにあるのかよくわかりません。そうするとまた空回りするようになります。第1のメッセージは人との人生が悲惨な姿になってしまうのは、その裏で悪魔、サタンが悪霊を利用してそうしているということ、これが心に留める第1メッセージです。なぜ人はこのように悪霊どもにやられるしかないのか、その根本の理由が何かと言うと、それは創世記3章のアダムとエバの時代から神様のかたちに創られ、本当は神に祝福され、悪霊どもとは全く関係ない、この地球、世界を、花を咲かすことによって、神の栄光を現す素晴らしい存在でした。その人間が罪を犯し、この神様から離れ神様に会えなくなってしまいました。つまり、それは聖書では小さいことではありません。「自分の罪と罪過によって死んでいたものであって」とあります。たましいが完全に死んでいる状態になってしまいました。一人も例外がありません。「すべての人は罪を犯したので」これが根本にあるので、人間というものは根本的に悪霊どもに支配され、悪霊どもにやられて苦しめられるしかない状態です。神様から離れてしまったから。これをぜひ覚えてください。症状がどのように現れるかは別にして、人は根本から悪霊どもに支配され、やられるしかない土壌です。そのため、そのようにやられて悲惨な人生、姿になるしかありません。その根本のゆえに人それぞれ悪霊どもに具体的に捕らわれてやられるしかない様々な背景を持つようになります。たとえば、家系代々、偶像崇拝にとてものめりこんでいたりした場合、本人がやっているかやっていないかは別にして、人の悲惨な姿、かわいそうな人生の姿などは背景があるのです。根本的に皆、やられるようになっていて、それが具体的な形になるための背景の第1が偶像崇拝です。あるいは何かの宗教に真剣に入ってのめりこんでいたというようなことが背景になります。何かのイデオロギーや思想などがその人の考え方や脳の細胞を捕える場合があります。そして、その本人でなくても親の世代、またその上の世代、家系、先祖代々にそういう背景などがあるので、ときには国全体、民族にこのような雰囲気が流れていたという背景があるのです。誰もよくわかっていません。悪霊どもによって人や社会が苦しむようになったときには、たまたま突然ではなく、必ず背景があります。彼はどのような背景だったのかはわかりませんが、そのような背景を持って実際的に症状が現れ苦しめられるようになるには、様々なきっかけというものがあります。ものすごいショックを受けたり、あるいは家庭内暴力を受けたり、寂しい思いで心の不安を覚え、それを解消するためにゲームや何かにのめりこんでいったなど、いろいろなきっかけがあるのです。ある人は霊的な雰囲気のある集まりや集会などに行って、その雰囲気にのめり込むことによって何かが入り込んでくるというケースもあるし、様々なきっかけがあります。ものすごく人を憎むことがきっかけにもなります。いろいろなきっかけがあって、あるいは親が離婚をしてしまい一人ぼっちになり、そこで皆がそうなるわけではありませんがそれがきっかけになったりもします。いろいろなきっかけがあります。兄弟同士比較されることによって、本当に比較されたのかはわかりませんが、そのように思い込んでそれがきっかけとなり、特に心と精神的な考え方の面において何かに捕らわれるようになるきっかけというものがあります。それをとおして悪霊が具体的に実際的にその人の心と思いと脳細胞を掌握していくようになるのです。それが人によって、社会によって様々な形として現れます。今日の彼の場合はものすごく暴れるような形で現れたし、ある人の場合は悪霊にとりつかれることによってすべてを遮断して自分を虐待するケースもあります。ヒトラーみたいなものにはいろいろなきっかけ、背景というものがあったのです。皆さんぜひ調べてみてください。それがきっかけとなって心に何か固まったものを持つようになります。悪霊はそれがものすごく好きなので、そこに悪霊どもが入って利用します。精神的、心理的に何かのことに固まっていて捕らわれていると悪霊には好都合です。そこに入り込んで世界に戦争を起こすような形にも現れるようになるのです。これが悪霊どもが人や社会を悲惨なものにしてしまう現状です。それから、そこには様々な段階があります。今、聖書に出ていてる彼の場合は、もうものすごい段階にまでいっているのです。個人的に言いますと、最初は心理的、精神的なもの、心の不安などが少し激しくなる、でも普通に考えて普通にできる場合もあります。つまり、自分の意志が影響されていくようになります。でもこれがだんだん時間が流れて、またいろいろな出来事が重なることによってそれが侵食していくようになり、結局、その人の意志がなくなり全部が掌握される段階まで行きます。いろいろな段階を経て彼の場合はそのような状態まで行きました。自分の意志など関係ありません。ときには症状として耳に何かがずっとささやく場合もあります。それも最初は気持ち悪いなというくらいのたまにしかありません。それがだんだん度を増していくと圧迫されるようになります。最終的にはすべてそれに従って動くようになります。このように様々な形、いろいろな段階をとおして、とにかく、私たちが今まで考えていたことではなく、その裏に目に見えない世界、霊的な世界があり汚れた霊どもなどによって、特に悪霊は数があり、力関係があると聖書に書いてあります。より力強いものもあり、そうすると自分たち同士でだまし合います。同じ悪霊どもなのに陰陽師のように上の位の悪霊が下の悪霊を悪霊として追い出す側になるかのようにふるまいます。皆同じもの同士なのに。力関係があるし、ものすごい数が彼の中に入っていました。だから、1匹、2匹と数を数えるくらい数があります。もろもろの悪霊と言われています。どれほどあるかというとイエスさまを信じ救われた人以外の全員に全部ついていて仕事ができるほどの数があります。天にいるもろもろの悪霊と言われます。このようなことを知らないで、これらのことを話しますと知識人などは笑います。その知識人の子どもたち本人がこれにやられています。彼の場合はものすごい数が入っているのでレギオンつまり軍隊と呼ばれるものが入っていて、名前もついています。悪霊どもは人格を持っている存在です。ですから、人々が何かにのめり込んでいるのか、あるいは憎しみに捕らわれているのかないのか全部知っています。目に見えないだけです。サタン、悪魔は悪霊をとおしてこのように私たちが考えている以上、想像をはるかに超えて人と人の人生を悲惨なものにしているということをぜひ覚えてください。だから、あまりにも単的に目に見えるもののせいや人のせいにしたりすることはほとんど間違いです。そのあと違う失敗に走るようになります。霊的な世界、霊的なことが中心です。個人的ないろいろな見苦しい、みじめなところもよくよく考えないといけません。家族の中、周りに、人の中、日本中に形がいろいろ違うだけで悪霊どもによって苦しめられていて、本当にかわいそうな悲惨な人生を送っている人がなんと多いでしょうか。そのような現場を見る目が開かれなければなりません。そこにこういうことが書いてあります。彼があまりにも暴れているので鎖につながれ、足枷でつながれ監視もしていたけれども、それが無駄だったとあります。
　第2のメッセージは悪霊どもによる霊的な苦しみ、不幸というものは人間の手には負えないものですというのがメッセージです。多くの人が確かに悲惨な姿で不幸であり問題なのでそれをどうにかしよう、改善しようと工夫することは当たり前でしょう。別に悪くありません。ただはっきりと覚えていてください。私たちが考えているそのような問題ではなく、さきほど申し上げましたように知識人も家族も政治家も知らない霊的な世界、霊的な力、悪霊どもによる問題なのでそのような苦しみ、人間の不幸というものは人間の手には負えないものです。解決不可能であるということがメッセージです。彼は長い間この状態がずっと続いています。多くの人が「時間が解決します。時間が流れれば変わります。今までやってきたように医学的にも科学的にももっと進化を遂げるから、多くの時間が経てば解決するかもしれません」と言います。肉体的な病気はそうかもしれません。悪霊どもによるこのような問題、不幸などは時間が流れても解決できません。それから、鎖につながれていたとあります。これは力づくでどうにかしようという工夫でしょう。いろいろな人が持っている様々な力というものがあります。ときにはいろいろな場面でそれが効果を発揮する場合もあります。でも、この問題だけは、悪霊どもによる人間の不幸に対しては力づくで向かっても全く無駄です。解決できません。人がどんなにすごい力を持っていてもその力では負えないものであることが今日の証言です。そして、このことのためにいろいろなことを考えて知恵を絞っていたと思います。どんなに知恵を絞っていても解決になりません。それが今日の聖書が私たちに言いたいことです。また彼と身近な人、家族や親などは大変な心の痛みを覚えて、そして愛情を持って彼のためにどうにかしようと頑張っていたかもしれません。その愛情も素晴らしいものですがまったく通じませんでした。あるいは努力や宗教的な儀式を行っていたかもしれません。そういったものもまったく通用しないし、逆に結果的に見ると宗教的な儀式はよりひどい結果につながるだけです。悪霊どもによる霊的な苦しみ、霊的な問題、霊的な不幸というものは人間の手に負えないものです。それは言葉を変えますと悪霊は世の中にある人間を初め、どんなものにも恐れを覚えることはありません。悪霊というものはどんな人間の工夫、素晴らしいものでもまったく怖がりません。震えることがないというのがメッセージです。そこにイエスさまが現れて、今まで長い間、町中がわかるようにこの人を捕え苦しめていて、悪霊どもは勝利の兵士みたいにそこで暴れていたでしょう。その悪霊どもが初めて震えるときが来たのです。イエスがその町、その苦しんでいる人の前に姿を現したのです。悪霊はどういうものにも屈することはありません。どういうものにも震えたり恐れることはありません。これがメッセージです。それを裏返しますと悪霊はイエスの前にのみ崩れて追い出されて逃げ去るようになります。これが今日の聖書のメッセージです。悪霊どもはそのように難攻不落のようなもので、とにかく愛情も宗教も知識も何でも悪霊どもは笑って終わりです。それが悪霊というものです。ぜひ覚えてください。それなのに今日イエスの前で追い出されるようになりました。悪霊は、その問題はイエスの前でのみ崩れ、追い出され、逃げ去るようになっています。なぜでしょうか。今、当時の状況を見てください。他のユダヤ人と同じ、ユダヤ人の一人のように見えます。でもそのイエスさまは他のユダヤ人と同じではない、イエスは悪霊どもが唯一震える対象、キリストです。イエスさまはキリストです。イエスさまがキリストであるということが証明されているし、それがどういう意味なのかと言うと、イエスさまは創世記3章15節「女の子孫」が生まれて蛇の頭を砕かれて勝利されると約束されていた方、その主人公です。蛇の頭というのは悪魔、サタンの頭を意味します。悪魔、サタンに打ち勝って勝利できるのは女の子孫と約束されていた方以外にはありません。イエスは実は悪霊どもが震える唯一の方、女の子孫その方であり、蛇の頭を踏み砕いて勝利されるキリストです。それが今日のテーマであり、証明されていました。マタイの福音書16：16を見るとペテロが告白します。「イエスさま、あなたは生ける神の御子キリストです。創世記3章15節に約束され、預言され言及されていた女の子孫にあたる方という意味です。つまり、あなたは唯一ダイナマイトでも原子爆弾でもどのようなすごいパワーでも手に負えない悪霊ども、悪魔、サタン、霊的な力を封じ込め打ち破って勝利できる唯一の方キリストです」そういう意味です。人と人の人生を悲惨なものにしてしまう悪霊どもが打ち崩れていくのはイエスさま以外に道はありません。イエスはキリストです。イエスさまは義人の一人ではありません。イエスは素晴らしい聖人の一人ではありません。なぜかというと聖人では悪霊どもを手に負えません。立派な政治家でも自分の身を燃やして他の人のために犠牲になる立派な人格を持っている人でも、立派で感動的で頭が下がりますが悪霊どもは手に負えません。それほどのものです。それが人の人生を捕えてあらゆる形で人の人生を苦しめています。なんと悲惨な姿でしょう。ひどい場合は自分一人が悪霊にとりつかれることによってヒトラーのように世界を苦しめるスケールが大きい場合もあるし、エペソ６章を見るとそれが書いてあります。主権者としてそこに悪霊どもが入ると国全体がおかしくなります。またある人は悪霊にとりつかれると自分を愛して人を愛するというのが本来の人間なのに、人も憎んで自分も憎んで自分にえさを与えません。拒食症です。ひどい場合は「あなたのような人間は人間ではない」と自分の肉を自分の歯で食いちぎって食べる人もいます。普通、人間には考えられません。悪霊にとりつかれてそうなるのです。悲惨に人と人の人生を本当に想像できないほど悲惨なものにしてしまう、それがイエスの前にのみ崩れて追い出されるようになります。イエスはその誰の手にも負えられない、どんな手にも負えられない悪霊どもを抑え打ち破って追い出すことができる唯一の方です。地球上、歴史上、唯一の方です。それがイエスはキリストということです。「イエスはキリストです」とはどう意味なのかわかるでしょうか。今日の聖書に出ている正気に戻った人のようにこの悲惨な人生から解放されて祝福の人生に変えられる道は唯一、このキリストであるイエスを信じることです。このイエスと出会うことです。このイエスを受け入れて迎え入れることです。そのときにどういうことが起こるかと言うと、覚えていてください。イエスがキリストであるがゆえにイエスを心に受け入れて「イエスがキリストです」と「唯一、人生の答えです」とそのイエスさまを信じてお迎えするときに目に目いないけれども神の霊、聖なる霊、悪霊どもが逃げ去るしかない聖霊がイエスを信じるところに入って来られるようになります。その結果、悪霊も永遠に追い出されるようになります。電気をつけると暗やみが逃げ去るのと同じように、イエスさまを信じることがどういうことなのかがよくわかっていません。今日の聖書をとおして悪霊どもが震えるイエスさまを見て「イエスはキリストです。私の人生を苦しめ、混乱させ、私の家系をめちゃくちゃにしている悪霊ども、暗やみの力が逃げ去る唯一の答えキリスト、イエスはキリストです」となれば人生変えられます。唯一、人生が根本から変えられる方法はイエスしかありません。イエスを受け入れた瞬間、聖霊がその人の中に入って、その人を支配するようになります。その人を住まいにします。聖霊と悪霊は共存できません。だから、悪霊どもは逃げ去り、運命、のろい、滅びに悲惨な人生に、そのときからその聖霊が臨まれました。イエスを信じた人の人生から永遠に取り去られるようになります。なぜでしょうか。イエスはキリストだからです。気持ちの問題ではありません。彼が正常に戻ったという目に見える点も素晴らしいですが、今まで彼を捕えていた悪霊、また悪霊に捕らわれるしかない根本からのろわれて、神の御怒りを受けるべき人生がもう終わったということがポイントです。イエスを受け入れたので。そのイエスが今、皆さんが信じているイエスです。イエスさまは昨日も今日も明日も一緒です。イエスはキリストです。これがメッセージです。道はイエスしかありません。唯一、イエスの前で全部崩れて取り去られるようになります。
　最後のメッセージです。普通はイエスさまのこのような働きやいろいろなことを見て多くの人が感動を覚えてイエスさまに従っていました。もちろん、それも人間的ないろいろな肉体的な動機がありましたが、今日の聖書の箇所はおかしいです。今まで暴れていたかわいそうな人間が正気に戻ったのなら「ありがとうございます。他にもいっぱいいますからもう少し残ってやってください」とお願いするはずだと思っていたのですが彼らは恐ろしくなったと、このイエスさまがやっていらっしゃることの結果を見て怖くなり「イエスさま、出て行ってください」と言いました。その理由が詳細に書いていないのでよくわかりませんが、たぶん、豚の飼い主たちがこの人が正気になったかどうかは自分の問題ではなく、自分が飼っていた財産が損するようになったでしょう。そのことをメインにいろいろ話をしたのではないかと一つ推測できます。それで町の人々は豚やら羊などをいっぱい飼っていたと思います。当時、今もそうでしょうが彼は代表的なケースであって、霊的な問題を患っている人の数が多いと思います。やるたびにこの町の家畜は全滅するだろうという計算だったのか、あるいはまだ正しい信仰を持っていないので悪霊どもがまた復讐のために攻撃してくるという迷信的な発想もあるのではないでしょうか。いろいろな理由によってイエスさまを怖がって追い出そうとしたのでイエスさまは出ていきました。逆に悪霊にとりつかれていた人はイエスさまによって助かり正気になって、一番だめで一番おかしいと思われていたこの人が唯一、イエスさまが誰かわかりました。自分が患っていた苦しみ、一般的に今まで不幸だと思い、周りからもそのような目で見られていた、その問題を抱えていた人、唯一その人がイエスが誰かわかっていました。しかし、人間的に見たときには彼と比べると普通で正常で偉そうな人々は、それがベースなのか肉体的な他の計算をあまりにもして、奇跡を見たにもかかわらず、これは世の中の誰もできない、唯一神様以外にできないこと、イエスさまも「神様がなさった大きなことを告げなさい」とおっしゃったように、神様にしかなさることができないことを見たにもかかわらずイエスが誰かがわからないのです。本当は悪霊どもにとりつかれて霊的な様々な問題を患っていた、つまり不幸を抱えている人と逆に普通に何の問題もなさそうな人と人間的に比べたときに、どっちが本当に不幸でしょうか。皆さんどう思いますか。誰が本当にかわいそうでしょうか。悪霊にとりつかれていた人はその悪霊どもにとりつかれていること自体は不幸かもしれません。でも、その不幸が祝福です。それがなかったがゆえにイエスさまのことが正しく理解できない、見えてこないそっちの方が不幸で、それがかわいそうです。

第４番目のメッセージは霊的な苦しみ、特に人間の手には負えないと思われるような不幸というものは大きな祝福なのです。これが聖書が私たちに伝えたいメッセージです。私たちが普通に考えていることと違います。もし、今現在も個人的にも、また家族の中で、あるいはいろいろな関係で不幸だと思うしかない、大変な思いをしている、特に覚えてください。他の人と比べたときにこれはもう不可能じゃないのかと思うような問題を持っている人々は覚えていてください。それこそ祝福です。それに対する見方をまず変えないといけません。それ自体は不幸だとか幸せだとかは断定できません。イエスがいらっしゃるから。イエスがキリストで、イエスが現れるからそのイエスと出会って、イエスが誰なのか問題のない人より明らかに徹底的にわかるようになった場合にはその不幸こそ逆に祝福です。自分と関係ない人の不幸を見るときにもそのような目で見ないといけないし、自分自身と自分と関わっている人のそのような不幸を見るときにもそういう目で見ないといけません。「神様。私の家族にこのような霊的な問題があってありがとうございます。私にこのような本当に解決不可能に近い問題が許されていて、周りがどう見ようがこれが許されていて感謝します」というぐらいでないと戦えません。実際そうなので。なぜかというとその不幸、特に霊的な不幸、人間の手に負えない、不可能と思われるその不幸はそれによって「キリスト以外にはもう何にも答えにならない。キリストしかありません。キリストでなければ絶対だめです」とキリストの絶対的な必要に目覚めるようになります。それが幸せです。もし、１００万円を盗まれたあと一兆円が入り込むというイベントや図式があり、１００万円が盗まれないと絶対に入り込まない場合があったとしましょう。１００万円が盗まれた方と盗まれていない方とをこれだけで見ると盗まれた方が損したように見えるでしょう。盗まれて良かったのです。わかりますか？自分の不幸や何かの不幸に対してそれを隠そうともしないで違う角度で美しく包装しようともしないで逃げもしないで、それこそ祝福なのです。人生それで終わりではありません。イエスはキリストです。だから、私は今日のこの聖書を見て悪霊にとりつかれていた人の方が幸せで、そのような経験をしていない町の人々、偉そうな人々は逆に彼らはかわいそうなのだなと思いました。自分自身にひどい問題がないからといって、残念なのは教会に通っていながらもイエスが誰なのか、イエスがキリストですということがわからないのです。それが本当は不幸です。皆さん感謝してください。皆さんが涙をこぼしていつもつぶやいて「なんで自分自身はこうなのか。自分の家は、自分の家族は、自分の人生はこんな問題ばかりなのか。なぜこの問題がすぐに解決できないのか」と思い、また霊的な問題もまざり、あちこち転々としながら人のせいにしたり、頭が混乱してぐじゃぐじゃしていたその問題こそ祝福なのです。変えてください。それが正気に戻ったのかどうか関係なく祝福です。彼の一番の祝福は悪霊が追い出されて正気に戻ったことではありません。町中の人が「イエスは嫌だ」と言っているのに彼一人だけが「私はイエスさまのお供をします。あなたは私のキリストです」と告白するようになりました。唯一この人だけです。この一人をとおしてこれから多くの人が悪霊どもにやられて苦しんでいたところから癒されるようになるでしょう。これが本当の癒しです。皆さんは何かの癒しを求めてあちこち転々としていたと思います。そこには答えはありません。癒しもありません。皆さんにある問題、そのものをありがたく認めてください。夜、へんな習慣があるでしょうか。人には言えない何かの習慣があるでしょうか。それ自体が良いわけではありません。合理化する必要はありません。でも「神様。これが許されて感謝します。人間の愛情も今まで大事にしていたもの、世の中でこれこそ良いものだ、これが人生の鍵ですと言われているものすべて答えではありません。私にはキリストが必要です。キリスト以外には希望がありません」となるための道具にしてください。イエスはそのキリストです。イエスさまを信じますと言いながらもこの絶対的に必要なキリストとして信じないのです。イエスさまはそのキリストです。これが祝福です。

彼はイエスをキリストとしてはっきり見るようになって、今までの人生をばねにして証し人としてこれから活躍するようになったり、その前に最初は「イエスさま。お供します」と言いました。他の人はイエスさまを追い出そうとしているのに、それはどういう意味でしょうか。真の正しい勝利の人生の門が開かれるようになりました。徹底的に自分の問題をとおしてキリストがわかりました。キリスト以外には答えがないと徹底的に答えがわかったので、世の中にキリスト以外には必要なものはない、答えにならないと頭でではなく自分の問題のおかげで徹底的にわかったので、残りの生涯、お金のために家族のために名誉、健康のためにというが全部なくなって、このキリストを伝えるために、このキリストをお証しをするために、イエスに従うために、福音を愛しそのためにと人生が定められ決まりました。一瞬でそうなりました。なぜでしょうか。悪霊にとりつかれて人から見て悲惨な人生を歩いていたから、それゆえに彼は真の正しい人生を決心するようになりました。だから、苦しみ、不幸は不幸ではありません。ぜひ覚えてください。
　今週１週間も目に見えることに、肉体的なことばかりではなく、皆さん自分自身が本当に霊的なことを考えてイエス・キリストを正しくどのような方なのかを考えてキリストを告白してください。そして、悪霊どもにつかれて暴れていた人が正気に戻るようになるしかなかったイエスを私がお迎えして私の中にそのイエスを信じてともにいらっしゃるのであれば自分は今どんな存在なのか１週間ずっと考えてみてください。何があろうがもう滅びと呪いの運命、悪霊どもは永遠に取り去られ聖霊が宿っている者です。それを覚えて感謝とともにだまされないようにしてください。それにもかかわらず、皆さんや周りに問題、弱さがいろいろ残っているかもしれません。それはもはや不幸でも何でもありません。覚えていてください。この戦いをしないといけません。イエスがキリストなので皆さんに夜、悪夢を見て、たとえ悪霊が現れて苦しめる、皆さんに何かささやく霊的な現象が無くなればよいのでしょうが残っていたとしても、イエスを考えて、イエスが皆さんの中にいらっしゃることを覚えて、自分自身が誰なのかを覚えていれば、それはもう終わった問題です。だまされる必要はありません。なにがあったとしても構わないと自分自身に言い聞かせなければいけません。それがキリストを崇めることです。それが霊的な戦いです。私たちがまずしないといけません。それでなにかの変化や結果を体験しないといけません。そうならばイエスがキリストであるのに、なぜいまだにそのようなことがあるのかということはもはや関係ありません。皆さんに宿っていらっしゃる聖霊の力が現れて体験するための材料であり道具なのです。それ以外に何の意味もありません。聖霊がいらっしゃるので聖霊充満、聖霊の力がその問題に現れ悪霊が追い出されれば、「もう終わった」とキリストを告白して皆さんの弱さに聖霊の力が現れます。結果は神様が必ず現します。そうすることによって皆さんの問題や不幸そのものが、周りの多くの不幸を患っている人を助ける道具になります。こんな小さい教会に幸いなことに、私たちが人間の手には負えないと言うしかない問題を抱えてきている人が教会でも地教会でもどんどん入り込んでいます。皆さんへの神様のサインです。私たちは実は弱い者なのでキリストによって力を得て体験することによってこれから霊的な問題を本当に癒していく教会、癒していくクリスチャンになろうじゃないかというサインです。祈ってください。まず皆さんがそれをだまされないでください。結局、日本中、皆さんの職場、町、学校、どこに行っても目に入るくらいです。そのような人々を本当の意味で助ける見張り人として残りの生涯を生きていくように、この人のように「私は主にお供します」というようになってください。そんなに大事な問題はありません。そんなに忙しいことなどありません。中国の場合は今幸いだと思います。改心した者が仕事を始めても給料が安いので「もうやめなさい。サポートをするから一緒に頑張ってフルタイムで伝道しましょう」と言うことが十分できます。日本の場合は「やめなさい」と言っても給料が高いのでうまくいきません。でも気持ちはそうでないといけません。私が何かをするにしても本来、残りの生涯私がやるべきことと言うのは、皆さんが本当に体験すれば、このキリストを伝えること、キリストによって人間の手には負えない問題を患っている人々を持続的に忍耐と愛を持って助けていく人生を生きていこうじゃないですか。その人の裏にはものすごい畑が待っています。一人の患っている人間だけではありません。一人のレムナントだけではありません。その裏には、その後ろにはものすごい畑が待っているのです。それに全力投球する、クリスチャン、弟子が霊的な不幸をとおして、逆にその体験をとおして起こされることを祈りたいと思います。
〈お祈り〉
愛する天の父なる神様、ありがとうございます。人間の手に負えない問題、それが実は霊的な問題であることを教えられました。どうか私たちの目を開いてオンリーイエス・キリスト、その答えをしっかりと具体的に握って、まず自分自身がキリストであるイエスを受け入れていることの祝福を存分に味わい、そして自分自身にかかわっている様々なことに聖霊充満、聖霊のみわざ、聖霊の力を味わう祈りの者になり、体験することによってイエス・キリストをお証しすることができるように、人間の手に負えない問題を患っている人が日本中にいますので彼らを助ける働き人として決心することができるように一人一人を祝福してください。今、病んでいる方々を神様が憐れんで、キリストの御名によって豊かに祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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